




























































100 人に 1 人は罹る可能性のある身近なものであること
などを地域住民に対して説明する箇所が存在する。 
  精神保健福祉士等のソーシャルワーカーは、その職務
のひとつとして、地域福祉の推進を図ることが求められ
ている。そのための手段として、福祉教育は有効であり、
それが機能することは、多様な背景をもつ人々が共生す
る社会の建設に一助を果たすことになる。 
 
【考察】 
ソーシャルワーカーの職務が曖昧であることは、当該職業
の魅力であり、また弱点でもある。本作品は、ソーシャルワ
ーカーの職務内容の中でも見えにくい部分である、施設コン
フリクト解消に向けた働きかけや、福祉教育の推進等を一般
視聴者にもわかりやすく映像化することに成功しているとい
えるであろう。 
 
【結論】 
 ソーシャルワーカーの職業像を解明するための研究の歴史
は浅いものの、それらに関する先行研究は着実に増加してい
る 2, 3)。また当該職業は映画だけでなく、テレビドラマや漫
画、小説等にも登場する機会を得るようになってきている。 
 ソーシャルワーカーがメディアの中で取り上げられる機会
が多くなってきた今日、当該分野における職業像の解明を深
化させていくことが、今後、より求められているといえる。 
 
【文献】 
１）横山豊治：ソーシャルワーカーを描いたフィクション作
品に関する一考察-医療ソーシャルワーカーを描いたテレビ
ドラマの事例検討-,新潟医療福祉学会誌3(2):pp89-98,2003. 
２）田中秀和：コミュニティソーシャルワーカーを描いたテ
レビドラマにおける職業像の研究，新潟医療福祉学会誌
14(2):pp33-38,2015. 
３）田中秀和：児童福祉司を描いた漫画作品における職業像
の検討，ソーシャルワーカー14:pp23-26，2015. 
O−5
